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(57)【要約】
【課題】本開示は、意匠の輝度ムラを効果的に低減する 
ことができる照明装置を提供する。
【解決手段】照明装置は、光源と、光源が発した光を第 
１意匠の形状で前方に透過することで前面１０１ａに第 
１意匠を表示する表示部材１０１と、を備える照明装置 
であって、表示部材１０１は、前面１０１ａを形成する 
前面部１１０であって、第１意匠の形状で光を透過する 
第１部分を有する前面部１１０と、前面部１１０の後方 
に配置される導光体１２０であって、前面部１１０へ向 
けて光源からの光を出射する導光体１２０と、を有し、 
光源は、前面１０１ａを平面視した場合において、前面 
部１１０の第１部分とは異なる位置に配置され、導光体 
１２０は、厚みが光源から遠ざかるほど薄くなっている 
部分を有し、導光体１２０の後方側の面１０１ｂには、 
光源からの光が入射する入射角θｉ１が所定の角度であ 
る入射面１２７ａを有する突起１２７が形成されている 
。
【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 源 と 、 前 記 光 源 が 照 射 し た 光 を 第 １ 意 匠 の 形 状 で 前 方 に 透 過 す る こ と で 前 面 に 前 記 第  
１ 意 匠 を 表 示 す る 表 示 部 材 と 、 を 備 え る 照 明 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 表 示 部 材 は 、
　 前 記 前 面 を 形 成 す る 前 面 部 で あ っ て 、 前 記 第 １ 意 匠 の 形 状 で 光 を 透 過 す る 第 １ 部 分 を 有  
す る 前 面 部 と 、
　 前 記 前 面 部 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 前 面 部 へ 向 け て 前 記 光 源 か ら の 光 を 出 射 す る 導 光 体  
と 、 を 有 し 、
　 前 記 光 源 は 、 前 記 前 面 を 平 面 視 し た 場 合 に お い て 、 前 記 前 面 部 の 前 記 第 １ 部 分 と は 異 な  
る 位 置 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 導 光 体 は 、 厚 み が 前 記 光 源 か ら 遠 ざ か る ほ ど 薄 く な っ て い る 部 分 を 有 し 、
　 前 記 導 光 体 の 後 方 側 の 面 に は 、 前 記 光 源 か ら の 光 が 入 射 す る 入 射 角 が 所 定 の 角 度 で あ る  
入 射 面 を 有 す る 突 起 が 形 成 さ れ て い る
　 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 所 定 の 角 度 は 、 前 記 導 光 体 の 屈 折 率 と 前 記 導 光 体 の 周 囲 の 媒 質 の 屈 折 率 と で 規 定 さ  
れ る ブ リ ュ ー ス タ ー 角 の ２ 分 の １ 以 下 で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 起 は 、 前 記 光 源 か ら 前 記 第 １ 部 分 を 結 ぶ 方 向 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 び る 形 状  
を 有 す る
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 光 体 の 後 方 側 の 面 に は 、 前 記 光 源 か ら の 距 離 が 互 い に 異 な る 位 置 に 複 数 の 前 記 突  
起 が 形 成 さ れ て い る
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の 突 起 は 、 第 １ 突 起 と 、 前 記 第 １ 突 起 よ り も 前 記 光 源 か ら の 距 離 が 遠 い 位 置 に  
配 置 さ れ て い る 第 ２ 突 起 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ 突 起 の 第 １ 入 射 面 の 前 記 前 面 に 対 す る 第 １ 角 度 は 、 前 記 第 ２ 突 起 の 第 ２ 入 射 面  
の 前 記 前 面 に 対 す る 第 ２ 角 度 よ り も 小 さ い
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 前 面 部 は 、 さ ら に 、 第 ２ 意 匠 の 形 状 で 光 を 透 過 す る 第 ２ 部 分 を 有 し 、
　 前 記 光 源 は 、 前 記 前 面 を 平 面 視 し た 場 合 に お い て 、 前 記 前 面 部 の 前 記 第 ２ 部 分 と 重 な る  
位 置 に 配 置 さ れ る
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 照 明 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 照 光 面 と 照 光 面 の 背 後 に 設 け ら れ た 光 源 と を 結 ぶ 空 間 経 路 方 向 に お い  
て 、 肉 厚 が 偏 肉 さ れ た 照 光 面 を 有 す る 釦 照 光 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 釦 照 光 装 置 で は  
、 光 源 か ら 遠 く な る に つ れ て 徐 々 に 薄 く な る よ う に 照 光 面 を 偏 肉 す る こ と に よ り 、 照 光 面  
に 表 示 さ れ る 「 抜 き 文 字 」 （ つ ま り 、 意 匠 ） の 輝 度 ム ラ の 低 減 を 図 っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ６ － ２ ８ ９ ９ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 釦 照 光 装 置 の よ う な 照 明 装 置 で は 、 意 匠 の 輝 度 ム ラ  
を 効 果 的 に 低 減 で き な い と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 開 示 は 、 意 匠 の 輝 度 ム ラ を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る 照 明 装 置 を 提 供 す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 照 明 装 置 は 、 光 源 と 、 前 記 光 源 が 照 射 し た 光 を 第 １ 意 匠 の 形 状 で  
前 方 に 透 過 す る こ と で 前 面 に 前 記 第 １ 意 匠 を 表 示 す る 表 示 部 材 と 、 を 備 え る 照 明 装 置 で あ  
っ て 、 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 前 面 を 形 成 す る 前 面 部 で あ っ て 、 前 記 第 １ 意 匠 の 形 状 で 光 を  
透 過 す る 第 １ 部 分 を 有 す る 前 面 部 と 、 前 記 前 面 部 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 前 面 部 へ 向 け て  
前 記 光 源 か ら の 光 を 出 射 す る 導 光 体 と 、 を 有 し 、 前 記 光 源 は 、 前 記 前 面 を 平 面 視 し た 場 合  
に お い て 、 前 記 前 面 部 の 前 記 第 １ 部 分 と は 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 導 光 体 は 、 厚 み が  
前 記 光 源 か ら 遠 ざ か る ほ ど 薄 く な っ て い る 部 分 を 有 し 、 前 記 導 光 体 の 後 方 側 の 面 に は 、 前  
記 光 源 か ら の 光 が 入 射 す る 入 射 角 が 所 定 の 角 度 で あ る 入 射 面 を 有 す る 突 起 が 形 成 さ れ て い  
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 照 明 装 置 で は 、 意 匠 の 輝 度 ム ラ を 十 分 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 が 配 置 さ れ た 車 両 の 車 室 の 一 例  
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 の 前 面 を 平 面 視 し た 場 合 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 の 一 部 に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 の 一 部 に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 ユ ー ザ が 第 １ 部 分 の 一 方 を 押 し た と き の 表 示 部 材 の 動 き を 説 明 す る た め  
の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 ユ ー ザ が 第 １ 部 分 の 他 方 を 押 し た と き の 表 示 部 材 の 動 き を 説 明 す る た め  
の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ４ に お け る 突 出 部 １ ２ １ の 部 分 を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 屈 折 率 が １ ． ５ で あ る 導 光 体 に お け る 光 の 透 過 率 及 び 入 射 角 の 関 係 を 示  
す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 屈 折 率 が １ ． ５ で あ る 導 光 体 に お け る 入 射 面 に 対 す る 光 の 入 射 角 と  
透 過 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 光 源  
か ら の 距 離 と そ の 導 光 体 の 位 置 に お け る 導 光 体 の 透 過 率 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 光 源  
か ら の 距 離 と 、 そ の 導 光 体 の 位 置 に お け る 拡 散 距 離 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 導 光  
体 の 前 面 に お け る 輝 度 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 光 源  
か ら の 距 離 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 変 形 例 に 係 る 照 明 装 置 の 表 示 部 材 の 、 図 ４ に お け る 突 出 部 に 対 応 す  
る 部 分 を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ 本 開 示 の 基 礎 と な っ た 知 見 ）
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 釦 照 光 装 置 で は 、 照 光 面 表 面 を 平 面 視 し た と き に 、 照 光 面 を 有 す る  
釦 か ら ず れ た 位 置 に 光 源 の ラ ン プ が 配 置 さ れ て い る 。 つ ま り 、 照 光 面 表 面 の 「 抜 き 文 字 」  
を 照 光 す る 光 は 、 照 光 面 の 背 面 に 対 し て 斜 め 方 向 か ら 照 射 さ れ る 。 こ の た め 、 照 光 面 の 背  
面 に 対 す る 光 源 か ら の 光 の 入 射 角 は 、 背 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 か ら 照 射 さ れ る よ り も 大  
き く な る 。 特 に 、 光 源 か ら 遠 く な る ほ ど 光 の 入 射 角 は 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 光 の 入 射 角 が 大 き く な る ほ ど 、 背 面 に お い て 反 射 さ れ 易 く な る た め 、 光 源 か ら 遠 い 位 置  
ほ ど 照 光 面 に 入 射 す る 光 量 が 低 下 す る 。 よ っ て 、 光 源 か ら 近 い 位 置 と 遠 い 位 置 と で 輝 度 ム  
ラ が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 光 の 入 射 角 が 大 き く な る ほ ど 、 屈 折 角 も 大 き く な る 。 照 光 面 に 入 射 す る 光 は 、 照  
光 面 の 前 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 近 づ く よ う に 屈 折 す る た め 、 屈 折 角 が 大 き い ほ ど よ り  
照 光 面 の 前 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 近 づ く よ う に 屈 折 す る 。 こ れ に よ り 、 照 光 面 に 入 射  
し た 光 は 、 照 光 面 の 内 部 で 十 分 に 拡 散 せ ず に 、 照 光 面 か ら 出 射 さ れ て し ま う 。 よ っ て 、 照  
光 面 の 光 源 か ら 近 い 位 置 で は 光 が よ り 強 調 さ れ る よ う に 出 射 さ れ る た め 、 輝 度 ム ラ が 生 じ  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 照 光 面 に 対 し て 斜 め 方 向 か ら 光 が 照 射 さ れ る 構 成 に お い て 、 照 光 面 の 肉 厚  
を 光 源 か ら 遠 く な る ほ ど 薄 く な る よ う に 偏 肉 し て も 、 十 分 に 輝 度 ム ラ を 低 減 で き な い と い  
う 課 題 が あ る 。 む し ろ 、 照 光 面 の 肉 厚 を 光 源 か ら 遠 く な る ほ ど 薄 く な る よ う に 偏 肉 す る こ  
と で 、 照 光 面 の 背 面 に 入 射 す る 光 の 入 射 角 が 大 き く な リ 易 く な る た め 、 輝 度 ム ラ が 生 じ る  
要 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 本 開 示 は 、 意 匠 の 輝 度 ム ラ を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る 照 明 装 置 を 提 供 す  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 照 明 装 置 は 、 光 源 と 、 前 記 光 源 が 照 射 し た 光 を 第 １ 意 匠 の 形 状 で  
前 方 に 透 過 す る こ と で 前 面 に 前 記 第 １ 意 匠 を 表 示 す る 表 示 部 材 と 、 を 備 え る 照 明 装 置 で あ  
っ て 、 前 記 表 示 部 材 は 、 前 記 前 面 を 形 成 す る 前 面 部 で あ っ て 、 前 記 第 １ 意 匠 の 形 状 で 光 を  
透 過 す る 第 １ 部 分 を 有 す る 前 面 部 と 、 前 記 前 面 部 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 前 面 部 へ 向 け て
前 記 光 源 か ら の 光 を 出 射 す る 導 光 体 と 、 を 有 し 、 前 記 光 源 は 、 前 記 前 面 を 平 面 視 し た 場 合  
に お い て 、 前 記 前 面 部 の 前 記 第 １ 部 分 と は 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 導 光 体 は 、 厚 み が  
前 記 光 源 か ら 遠 ざ か る ほ ど 薄 く な っ て い る 部 分 を 有 し 、 前 記 導 光 体 の 後 方 側 の 面 に は 、 前  
記 光 源 か ら の 光 が 入 射 す る 入 射 角 が 所 定 の 角 度 で あ る 入 射 面 を 有 す る 突 起 が 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 導 光 体 の 後 方 側 の 面 に 、 突 起 が 形 成 さ れ て い る た め 、 後 方 側 の 面 に 光 が  
入 射 す る 場 合 よ り も 導 光 体 へ の 入 射 角 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 導 光 体 へ の  
入 射 光 が 反 射 さ れ る こ と を 低 減 す る こ と が で き 、 導 光 体 へ の 入 射 す る 光 の 割 合 を 光 源 か ら  
の 距 離 に か か わ ら ず 均 一 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 導 光 体 へ の 入 射 光 が 屈 折 し て も 、 導  
光 体 の 前 面 に 対 し て 小 さ い 角 度 で 屈 折 す る た め 、 導 光 体 に 入 射 し た 光 は 、 導 光 体 内 で よ り  
拡 散 さ れ 易 く な る 。 こ れ ら の こ と に よ り 、 光 源 か ら 近 い 位 置 で 導 光 体 か ら 前 面 部 へ 出 射 さ  
れ る 光 が よ り 強 調 さ れ る こ と を 低 減 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 意 匠 に 輝 度 ム ラ が 生 じ る  
こ と を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ま た 、 前 記 所 定 の 角 度 は 、 前 記 導 光 体 の 屈 折 率 と 前 記 導 光 体 の 周 囲 の 媒 質 の 屈 折 率 と で  
規 定 さ れ る ブ リ ュ ー ス タ ー 角 の ２ 分 の １ 以 下 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の た め 、 導 光 体 へ 照 射 さ れ た 光 を 、 効 率 よ く 導 光 体 に 入 射 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 突 起 は 、 前 記 光 源 か ら 前 記 第 １ 部 分 を 結 ぶ 方 向 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 び  
る 形 状 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の た め 、 導 光 体 へ 照 射 さ れ た 光 を 、 リ ブ 形 状 の 長 さ の 幅 で 効 率 よ く 導 光 体 に 入 射 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 前 記 導 光 体 の 後 方 側 の 面 に は 、 前 記 光 源 か ら の 距 離 が 互 い に 異 な る 位 置 に 複 数 の  
前 記 突 起 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 突 起 の サ イ ズ を 小 さ く し て も 、 導 光 体 の 後 方 の 面 の 広 い 範 囲 に 光 の 入 射 角 が  
所 定 の 角 度 に な る よ う に 形 成 さ れ た 入 射 面 を 設 け る こ と が で き る 。 よ っ て 、 照 明 装 置 の サ  
イ ズ を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 突 起 は 、 第 １ 突 起 と 、 前 記 第 １ 突 起 よ り も 前 記 光 源 か ら の 距 離 が 遠 い  
位 置 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 突 起 と を 含 み 、 前 記 第 １ 突 起 の 第 １ 入 射 面 の 前 記 前 面 に 対 す る  
第 １ 角 度 は 、 前 記 第 ２ 突 起 の 第 ２ 入 射 面 の 前 記 前 面 に 対 す る 第 ２ 角 度 よ り も 小 さ く て も よ  
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の た め 、 光 源 に よ り 照 射 さ れ た 光 を よ り 効 率 よ く 導 光 体 に 入 射 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 前 面 部 は 、 さ ら に 、 第 ２ 意 匠 の 形 状 で 光 を 透 過 す る 第 ２ 部 分 を 有 し 、 前 記 光  
源 は 、 前 記 前 面 を 平 面 視 し た 場 合 に お い て 、 前 記 前 面 部 の 前 記 第 ２ 部 分 と 重 な る 位 置 に 配  
置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の た め 、 第 １ 意 匠 に 生 じ や す い 輝 度 ム ラ を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 ［ １ ． 構 成 ］
　 ［ １ － １ ． ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 の 構 成 ］
　 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 ２ の 構 成
に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 ２ が 配 置 さ れ た 車 両  
の 車 室 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 ２ の 使 用  
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 す 自 動 車 ４ （ 車 両 の 一 例 ） の 車 室 に は 、 ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 ２ 及 び 車 載 機 器  
６ が 搭 載 さ れ て い る 。 実 施 の 形 態 に 係 る ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置 ２ は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー  
ル ８ 及 び 照 明 装 置 １ ０ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル ８ は 、 自 動 車 ４ を 操 舵 す る た め の も の で あ る 。 ス テ ア リ ン グ ホ イ  
ー ル ８ は 、 リ ン グ 形 状 を 有 す る リ ム １ ２ と 、 リ ム １ ２ の 内 周 面 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 略 Ｔ  
字 状 の ス ポ ー ク １ ４ と 、 ス ポ ー ク １ ４ の 中 央 部 に 配 置 さ れ た ホ ー ン ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ）  
を 覆 う ホ ー ン ス イ ッ チ カ バ ー １ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 照 明 装 置 １ ０ ０ は 、 車 載 機 器 ６ を 操 作 す る た め の も の で あ り 、 例 え ば ス テ ア リ ン グ ホ イ  
ー ル ８ の ス ポ ー ク １ ４ に 配 置 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ で あ る 運 転 者 は 、 リ  
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ム １ ２ を 握 っ て い る 右 手 の 指 １ ８ （ 操 作 物 体 の 一 例 ） で 照 明 装 置 １ ０ ０ に 対 し て 入 力 を 行  
う こ と に よ り 、 車 載 機 器 ６ を 操 作 す る こ と が で き る 。 照 明 装 置 １ ０ ０ の 構 成 に つ い て は 後  
で 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 車 載 機 器 ６ は 、 例 え ば コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 等 の 光 デ ィ ス ク を 再 生 す る た め の オ ー デ ィ オ  
機 器 で あ る 。 車 載 機 器 ６ は 、 例 え ば ダ ッ シ ュ ボ ー ド ２ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ［ １ － ２ ． 照 明 装 置 の 構 成 ］
　 次 に 、 図 ３ ～ 図 ５ を 参 照 し な が ら 、 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ の 構 成 に つ い て 説  
明 す る 。 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 の 前 面 を 平 面 視 し た 場 合 の 平 面 図 で あ る 。 図  
４ は 、 図 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 の 一 部 に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。 図 ５ は  
、 図 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 の 一 部 に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 で は  
、 前 後 方 向 を Ｚ 軸 方 向 と し 、 上 下 方 向 を Ｙ 軸 方 向 と し 、 左 右 方 向 を Ｘ 軸 方 向 と し て 説 明 す  
る 。 Ｘ 軸 方 向 、 Ｙ 軸 方 向 及 び Ｚ 軸 方 向 は 、 互 い に 直 交 す る 方 向 で あ る 。 ま た 、 前 側 を Ｚ 軸  
方 向 プ ラ ス 側 、 後 側 を Ｚ 軸 方 向 マ イ ナ ス 側 、 上 側 を Ｙ 軸 方 向 プ ラ ス 側 、 下 側 を Ｙ 軸 方 向 マ  
イ ナ ス 側 、 右 側 を Ｘ 軸 方 向 プ ラ ス 側 、 左 側 を Ｘ 軸 方 向 マ イ ナ ス 側 と 称 す る 場 合 が あ る 。 ま  
た 、 各 方 向 に お け る プ ラ ス 側 は 、 図 面 に お け る 各 方 向 を 示 す 矢 印 の 先 端 側 で あ り 、 マ イ ナ  
ス 側 は 、 そ の 反 対 側 で あ る 。 な お 、 前 後 方 向 は 、 照 明 装 置 １ ０ ０ の 前 後 方 向 で あ っ て 、 自  
動 車 ４ の 走 行 方 向 と は 関 係 し な い 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ の 照 明 装 置 １ ０ ０ に は 、 ユ ー ザ に よ る 入 力 を 受 け 付 け る ボ タ ン と し て の ３ つ の 表 示  
部 材 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ と 、 ３ つ の 表 示 部 材 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ の 後 方 に 配 置 さ  
れ る ３ つ の 光 源 １ ３ １ 、 １ ３ ２ 、 １ ３ ３ と 、 こ れ ら の 表 示 部 材 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ を  
取 り 囲 む 外 枠 １ ５ ０ と が 示 さ れ て い る 。 表 示 部 材 １ ０ １ に は 、 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ と  
、 第 ２ 意 匠 １ １ ３ と が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ 及 び 第 ２ 意 匠 １ １ ３ は 、  
表 示 部 材 １ ０ １ の 前 面 を 形 成 す る 前 面 部 １ １ ０ に お け る 互 い に 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、 互  
い に 異 な る 形 状 を 有 す る 。 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 表 示 部 材 １ ０ １ の 前 面  
部 １ １ ０ の 第 １ 部 分 Ｐ １ 、 Ｐ ２ に 配 置 さ れ 、 第 ２ 意 匠 １ １ ３ は 、 前 面 部 １ １ ０ の 第 ２ 部 分  
Ｐ ３ に 配 置 さ れ る 。 第 １ 部 分 Ｐ １ 、 Ｐ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ の 形 状 で  
光 を 透 過 す る 前 面 部 １ １ ０ の 一 部 で あ る 。 第 ２ 部 分 Ｐ ３ は 、 第 ２ 意 匠 １ １ ３ の 形 状 で 光 を  
透 過 す る 前 面 部 １ １ ０ の 一 部 で あ る 。 表 示 部 材 １ ０ １ の 後 方 に 配 置 さ れ る 光 源 １ ３ １ は 、  
図 ３ に 示 す よ う に 、 つ ま り 、 前 面 １ ０ １ ａ を 平 面 視 し た 場 合 に お い て 、 第 ２ 部 分 Ｐ ３ と 重  
な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 言 い 換 え る と 、 光 源 １ ３ １ は 、 前 面 １ ０ １ ａ を 平 面 視 し た 場 合 に  
お い て 、 第 １ 部 分 Ｐ １ 、 Ｐ ２ と は 異 な る 位 置 （ つ ま り 、 第 １ 部 分 Ｐ １ 、 Ｐ ２ と 重 な ら な い  
位 置 ） に 配 置 さ れ る 。 な お 、 表 示 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ に も 意 匠 が 設 け ら れ て い る が 、 表 示
部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 照 明 装 置 １ ０ ０ は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 表 示 部 材 １ ０ １ と 、 基 板 １ ３ ０ と 、 光  
源 １ ３ １ と 、 筐 体 １ ４ ０ と を 備 え る 。 照 明 装 置 １ ０ ０ は 、 さ ら に 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３  
５ を 備 え て い て も よ い 。 図 ４ は 、 光 源 １ ３ １ を 通 る Ｙ － Ｚ 平 面 で 照 明 装 置 １ ０ ０ を 切 断 し  
た と き の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ を 通 る Ｙ － Ｚ 平 面 で 照 明 装 置 １  
０ ０ を 切 断 し た と き の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 示 部 材 １ ０ １ は 、 図 ３ で 説 明 し た よ う に 、 光 源 １ ３ １ が 照 射 し た 光 を 第 １ 意 匠 １ １ １  
、 １ １ ２ の 形 状 、 及 び 、 第 ２ 意 匠 １ １ ３ の 形 状 で 前 方 に 透 過 す る こ と で 前 面 １ ０ １ ａ に 第  
１ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ 及 び 第 ２ 意 匠 １ １ ３ を 表 示 す る 。 表 示 部 材 １ ０ １ は 、 前 面 １ ０ １ ａ  
を 形 成 す る 前 面 部 １ １ ０ と 、 前 面 部 １ １ ０ の 後 方 に 配 置 さ れ る 、 例 え ば 、 板 状 等 の 厚 み を  
有 す る 導 光 体 １ ２ ０ と を 有 す る 。 表 示 部 材 １ ０ １ は 、 光 源 １ ３ １ に よ り 照 射 さ れ る こ と で  
導 光 体 １ ２ ０ に 入 射 さ れ た 光 を 、 前 面 部 １ １ ０ を 介 し て 前 方 に 出 射 す る 。 こ れ に よ り 、 表  
示 部 材 １ ０ １ は 、 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ の 形 状 、 及 び 、 第 ２ 意 匠 １ １ ３ の 形 状 で 光 を 出  
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射 す る た め 、 表 示 部 材 １ ０ １ の 前 面 １ ０ １ ａ に は 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ 及 び 第 ２ 意 匠 １  
１ ３ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 面 部 １ １ ０ は 、 上 述 し た よ う な 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ 及 び 第 ２ 意 匠 １ １ ３ の 各 形 状  
で 光 を 透 過 す る 第 １ 部 分 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 及 び 第 ２ 部 分 Ｐ ３ を 有 す る 。 前 面 部 １ １ ０ は 、 遮 光 性  
を 有 す る 遮 光 層 を 有 し 、 遮 光 層 は 、 第 １ 部 分 Ｐ １ に お い て 第 １ 意 匠 １ １ １ の 形 状 の 透 過 部  
を 有 す る 。 同 様 に 、 遮 光 層 は 、 第 １ 部 分 Ｐ ２ に お い て 第 １ 意 匠 １ １ ２ の 形 状 の 透 過 部 を 有  
し 、 第 ２ 部 分 Ｐ ３ に お い て 第 ２ 意 匠 １ １ ３ の 形 状 の 透 過 部 を 有 す る 。 な お 、 各 透 過 部 は 、  
例 え ば 、 遮 光 層 が 設 け ら れ て い な い 部 分 、 つ ま り 、 開 口 で 構 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 各 透  
過 部 は 、 各 意 匠 の 形 状 を 構 成 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 開 口 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。  
ま た 、 各 透 過 部 の 開 口 に は 、 透 光 性 を 有 す る 部 材 が 充 填 さ れ て い て も よ い 。 遮 光 層 は 、 例  
え ば 、 塗 膜 で 構 成 さ れ て い て も よ い し 、 遮 光 性 を 有 す る フ ィ ル ム で 構 成 さ れ て い て も よ い  
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 導 光 体 １ ２ ０ は 、 光 源 １ ３ １ か ら 後 面 に 照 射 さ れ た 光 を 前 面 部 １ １ ０ へ 向 け て 出 射 す る  
。 導 光 体 １ ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 後 方 に 突 出 す る ２ つ の 突 出 部 １ ２ １ 、 １ ２ ２ を 有  
し て い て も よ い 。 ２ つ の 突 出 部 １ ２ １ 、 １ ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 部 分 Ｐ １ 、 Ｐ ２ の 後 方  
に 配 置 さ れ る 。 つ ま り 、 突 出 部 １ ２ １ は 、 Ｚ 軸 方 向 に お い て 第 １ 部 分 Ｐ １ と 対 向 し 、 突 出  
部 １ ２ ２ は 、 Ｚ 軸 方 向 に お い て 第 １ 部 分 Ｐ ２ と 対 向 す る 。 ま た 、 突 出 部 １ ２ １ 、 １ ２ ２ は  
、 Ｚ 軸 方 向 に お い て 光 源 １ ３ １ と 対 向 し な い 位 置 に 配 置 さ れ る 。 つ ま り 、 突 出 部 １ ２ １ 、  
１ ２ ２ は 、 前 面 １ ０ １ ａ を 平 面 視 し た 場 合 に お い て 、 光 源 １ ３ １ と は 異 な る 位 置 （ つ ま り  
、 光 源 １ ３ １ と 重 な ら な い 位 置 ） に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 突 出 部 １ ２ １ に は 、 光 源 １ ３  
１ か ら の 、 Ｚ 軸 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る 斜 め 方 向 の 光 Ｌ １ が 入 射 さ れ る 。 同 様 に 、 突 出  
部 １ ２ ２ に は 、 光 源 １ ３ １ か ら の 、 Ｚ 軸 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る 斜 め 方 向 の 光 Ｌ ２ が 入  
射 さ れ る 。 突 出 部 １ ２ １ 、 １ ２ ２ は 、 Ｙ 軸 方 向 に お い て 光 源 １ ３ １ か ら 遠 ざ か る ほ ど 厚 み  
が 薄 く な る よ う に 、 そ の 後 面 が 前 面 １ ０ １ ａ に 対 し て 傾 斜 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 つ  
ま り 、 導 光 体 １ ２ ０ は 、 厚 み が 光 源 １ ３ １ か ら 遠 ざ か る ほ ど 薄 く な っ て い る 部 分 を 有 す る  
。 導 光 体 １ ２ ０ は 、 乳 白 色 の 材 料 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 散 乱 剤 を 配 向 し た ア ク  
リ ル 樹 脂 や 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 等 に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 導 光 体 １ ２ ０ は 、 さ ら に 、 後 方 に 突 出 す る 突 出 部 １ ２ ３ を 有 し て い て も よ い 。 突  
出 部 １ ２ ３ は 、 第 ２ 部 分 Ｐ ３ の 後 方 に 配 置 さ れ る 。 つ ま り 、 突 出 部 １ ２ ３ は 、 Ｚ 軸 方 向 に  
お い て 第 ２ 部 分 Ｐ ３ と 対 向 す る 。 ま た 、 突 出 部 １ ２ ３ は 、 前 面 １ ０ １ ａ を 平 面 視 し た 場 合  
に お い て 、 光 源 １ ３ １ と 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 導 光 体 １ ２ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｙ 軸 方 向 の 中 央 か ら 後 方 に 突 出 す る 板 状 の  
支 持 部 １ ２ ４ と 、 支 持 部 １ ２ ４ の Ｙ 軸 方 向 に お け る 両 側 か ら 後 方 に 突 出 す る 棒 状 の 押 圧 部  
１ ２ ５ 、 １ ２ ６ と を 有 し て い て も よ い 。 支 持 部 １ ２ ４ は 、 Ｘ 軸 方 向 に 貫 通 す る 円 形 の 貫 通  
孔 １ ２ ４ ａ を 有 し 、 筐 体 １ ４ ０ に 設 け ら れ た 円 柱 上 の 軸 部 １ ４ １ に よ っ て 貫 通 孔 １ ２ ４ ａ  
が 貫 通 さ れ る こ と で 筐 体 １ ４ ０ に 支 持 さ れ て い る 。 押 圧 部 １ ２ ５ 、 １ ２ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、  
押 込 式 の ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ を 押 圧 す る た め の 部 位 で あ り 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３ ５  
の 上 端 に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 表 示 部 材 １ ０ １ が ユ ー ザ に よ る 入 力 を 受 け 付 け た と き の 動 き に つ い て 、 図 ６ 及  
び 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 、 ユ ー ザ が 第 １ 意 匠 １ １ １ が 形 成 さ れ る 第 １ 部 分 Ｐ １ を 押 し た と き の 表 示 部 材 の  
動 き を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ７ は 、 ユ ー ザ が 第 １ 意 匠 １ １ ２ が 形 成 さ れ る 第 １ 部 分  
Ｐ ２ を 押 し た と き の 表 示 部 材 の 動 き を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 な お 、 図 ６ 及 び 図 ７ は 、  
図 ５ の 断 面 図 に お い て 表 示 部 材 １ ０ １ の 動 き を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ が 第 １ 意 匠 １ １ １ が 形 成 さ れ る 第 １ 部 分 Ｐ １ を 押 す と 、 表 示  
部 材 １ ０ １ は 、 導 光 体 １ ２ ０ の 支 持 部 １ ２ ４ の 貫 通 孔 １ ２ ４ ａ を 軸 と し て 第 １ 部 分 Ｐ １ が  
下 方 に 第 １ 部 分 Ｐ ２ が 上 方 に 移 動 す る 方 向 に 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 導 光 体 １ ２ ０ の 押 圧  
部 １ ２ ５ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ の 先 端 を 押 し 込 み 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ が Ｏ Ｎ と な る 。 な お 、 ユ  
ー ザ が 第 １ 部 分 Ｐ １ へ の 押 圧 を 止 め る と 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ の 先 端 が バ ネ の 力 に よ っ て 元 の  
位 置 に 戻 ろ う と す る た め 、 こ れ に よ り 、 押 圧 部 １ ２ ５ が 押 し 上 げ ら れ て 、 表 示 部 材 １ ０ １  
は 、 傾 い て い な い 元 の 水 平 の 姿 勢 に 戻 る 。 な お 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ は 、 先 端 の 位 置 が 元 に 戻  
る と Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ が 第 １ 意 匠 １ １ ２ が 形 成 さ れ る 第 １ 部 分 Ｐ ２ を 押 す と  
、 表 示 部 材 １ ０ １ は 、 導 光 体 １ ２ ０ の 支 持 部 １ ２ ４ の 貫 通 孔 １ ２ ４ ａ を 軸 と し て 第 １ 部 分  
Ｐ ２ が 下 方 に 第 １ 部 分 Ｐ １ が 上 方 に 移 動 す る 方 向 に 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 導 光 体 １ ２ ０  
の 押 圧 部 １ ２ ６ は 、 ス イ ッ チ １ ３ ５ の 先 端 を 押 し 込 み 、 ス イ ッ チ １ ３ ５ が Ｏ Ｎ と な る 。 な  
お 、 ユ ー ザ が 第 １ 部 分 Ｐ ２ へ の 押 圧 を 止 め る と 、 ス イ ッ チ １ ３ ５ の 先 端 が バ ネ の 力 に よ っ  
て 元 の 位 置 に 戻 ろ う と す る た め 、 こ れ に よ り 、 押 圧 部 １ ２ ６ が 押 し 上 げ ら れ て 、 表 示 部 材  
１ ０ １ は 、 傾 い て い な い 元 の 水 平 の 姿 勢 に 戻 る 。 な お 、 ス イ ッ チ １ ３ ５ は 、 先 端 の 位 置 が  
元 に 戻 る と Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ の 説 明 に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 基 板 １ ３ ０ は 、 表 示 部 材 １ ０ １ の 後 方 に 配 置 さ れ 、 Ｘ － Ｙ 平 面 に 平 行 な 板 状 部 材 で あ る  
。 基 板 １ ３ ０ に は 、 光 源 １ ３ １ 、 １ ３ ２ 、 １ ３ ３ 、 ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ な ど の 電 気 部  
品 が 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 光 源 １ ３ １ 、 １ ３ ２ 、 １ ３ ３ は 、 上 述 し た よ う に 、 そ れ ぞ れ 、 表 示 部 材 １ ０ １ 、 １ ０ ２  
、 １ ０ ３ の 後 方 に 配 置 さ れ 、 表 示 部 材 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ の 後 方 か ら 光 を 照 射 す る 。  
光 源 １ ３ １ 、 １ ３ ２ 、 １ ３ ３ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ Ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ   Ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ  
ｎ ｇ   Ｄ ｉ ｏ ｄ ｅ ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス イ ッ チ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ は 、 表 示 部 材 １ ０ １ の 後 方 に 配 置 さ れ 、 ユ ー ザ に よ る 表 示 部 材  
１ ０ １ へ の 押 し 込 み に よ り 、 押 圧 さ れ て Ｏ Ｎ と な る 押 込 式 の ス イ ッ チ で あ る 。 ス イ ッ チ １  
３ ４ 、 １ ３ ５ の そ れ ぞ れ が Ｏ Ｎ と な る と 、 図 示 し な い 制 御 回 路 が 、 Ｏ Ｎ と な っ た こ と を 検  
知 し て 、 Ｏ Ｎ と な っ た ス イ ッ チ に 予 め 対 応 付 け ら れ て い る 機 能 を 実 行 す る 。 例 え ば 、 ス イ  
ッ チ １ ３ ４ が Ｏ Ｎ と な っ た 場 合 に 、 制 御 回 路 は 、 図 示 し な い ス ピ ー カ か ら 車 室 内 に 出 力 し
て い る 音 声 の 音 量 を 上 げ て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 ス イ ッ チ １ ３ ５ が Ｏ Ｎ と な っ た 場 合 に  
、 制 御 回 路 は 、 図 示 し な い ス ピ ー カ か ら 車 室 内 に 出 力 し て い る 音 声 の 音 量 を 下 げ て も よ い  
。 制 御 回 路 が 実 現 す る 機 能 は 、 音 量 の 上 げ 下 げ だ け で な く 、 音 楽 プ レ イ ヤ ー の 曲 送 り 、 曲  
戻 し 、 再 生 、 停 止 な ど で あ っ て も よ い し 、 空 調 の 設 定 温 度 の 上 げ 下 げ 、 空 調 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ  
Ｆ の 切 り 替 え な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 筐 体 １ ４ ０ は 、 基 板 １ ３ ０ と 、 基 板 １ ３ ０ に 実 装 さ れ て い る 電 気 部 品 と を 収 容 す る 部 材  
で あ る 。 ま た 、 筐 体 １ ４ ０ は 、 表 示 部 材 １ ０ １ を 前 方 に お い て 支 持 し て い る 部 材 で あ る 。  
筐 体 １ ４ ０ は 、 例 え ば 、 樹 脂 な ど に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 表 示 部 材 １ ０ １ の 形 状 の 詳 細 に つ い て 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ８ は 、 図 ４ に お け る 突 出 部 １ ２ １ の 部 分 を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。 な お 、 図 ８ は 、 概  
略 図 で あ り 、 図 ４ に お け る 突 出 部 １ ２ １ の 部 分 を 厳 密 に 拡 大 し た 図 で は な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 図 ８ に 示 す よ う に 、 表 示 部 材 １ ０ １ の 導 光 体 １ ２ ０ の 後 方 側 の 面 （ 以 下 、 後 面 １ ０ １ ｂ  
と い う ） に は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 突 起 １ ２ ７ は 、 後 面 １ ０ １ ｂ  
に 、 光 源 １ ３ １ か ら の 距 離 が 互 い に 異 な る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 複 数 の 突 起 １  
２ ７ は 、 所 定 の ピ ッ チ で 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 後 面 １ ０ １ ｂ は 、 複  
数 の 突 起 １ ２ ７ の う ち の 隣 り 合 う ２ つ の 突 起 １ ２ ７ の 間 に お い て 、 突 起 １ ２ ７ が 設 け ら れ  
て い な い 部 分 を 有 し て い る が 、 こ れ に 限 ら ず に 、 隣 り 合 う ２ つ の 突 起 は 互 い に 接 す る よ う  
に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 つ ま り 、 複 数 の 突 起 は 、 互 い に 隣 接 し た 状 態 で 連 続 し て 設 け ら  
れ て い て も よ い 。 ま た 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 間 の ピ ッ チ は 、 光 源 １ ３ １ か ら の 位 置 に 応 じ て  
変 更 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 光 源 か ら 近 い 位 置 で は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 間 の ピ ッ チ を 短 く  
し 、 光 源 １ ３ １ か ら 遠 い 位 置 で は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 間 の ピ ッ チ を 長 く し て も よ い 。 例 え  
ば 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 間 の ピ ッ チ が 光 源 か ら １ ３ １ か ら 遠 ざ か る ほ  
ど 長 く な る よ う に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 複 数 の 突 起 １ ２ ７ の そ れ ぞ れ は 、 光 源 １ ３ １ か ら の 光 Ｌ １ が 入 射 す る 入 射 角 θ ｉ １ が 所  
定 の 角 度 で あ る 入 射 面 １ ２ ７ ａ を 有 す る 。 入 射 面 １ ２ ７ ａ は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ が 含 む 面  
の う ち 、 光 源 １ ３ １ に 近 い 側 の 面 で あ る 。 入 射 角 θ ｉ １ は 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ の 法 線 方 向 Ｄ  
１ １ と 光 Ｌ １ の 入 射 方 向 と が な す 角 で あ る 。 つ ま り 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ は 、 当 該 入 射 面 １ ２  
７ ａ の 法 線 方 向 Ｄ １ １ と 光 Ｌ １ の 入 射 方 向 と が な す 角 が 所 定 の 角 度 と な る よ う に 形 成 さ れ  
て い る 。 こ れ に よ り 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ は 、 例 え ば 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ と 前 面 １ ０ １ ａ と が 、  
第 １ 角 度 φ １ で 交 差 す る よ う に 、 形 成 さ れ て い る 。 入 射 角 θ ｉ １ の 角 度 を 規 定 す る 所 定 の  
角 度 は 、 例 え ば 、 導 光 体 １ ２ ０ の 屈 折 率 （ 絶 対 屈 折 率 ） と 、 導 光 体 １ ２ ０ の 周 囲 の 媒 質 （  
例 え ば 、 空 気 ） の 屈 折 率 （ 絶 対 屈 折 率 ） と で 規 定 さ れ る ブ リ ュ ー ス タ ー 角 の ２ 分 の １ 以 下  
で あ る 。 な お 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ の そ れ ぞ れ は 、 互 い に 同 じ 形 状 で あ っ て も よ い 。 光 Ｌ １  
は 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ に 入 射 し て 、 屈 折 角 θ ｒ １ で 屈 折 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ の そ れ ぞ れ は 、 さ ら に 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ よ り も 光 源 １ ３ １ か ら  
離 れ る 方 向 に 配 置 さ れ 、 光 源 １ ３ １ か ら の 光 Ｌ １ が 入 射 面 １ ２ ７ ａ よ り も 入 射 し に く い 傾  
斜 面 １ ２ ７ ｂ を 有 す る 。 傾 斜 面 １ ２ ７ ｂ は 、 光 Ｌ １ が 入 射 し た 後 の 光 を 導 光 体 １ ２ ０ 内 部  
に 効 果 的 に 導 く た め に 、 ま た 、 光 Ｌ １ を 反 射 す る こ と を 低 減 す る た め に 、 光 Ｌ １ と 略 平 行  
に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 な お 、 略 平 行 と は 、 例 え ば 、 ± １ ５ ° の 角 度 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ の そ れ ぞ れ は 、 光 源 １ ３ １ か ら 第 １ 部 分 Ｐ １ を 結 ぶ 方 向 、 つ ま  
り 、 光 Ｌ １ の 方 向 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 延 び る リ ブ 形 状 を 有 し て い て も よ い 。 具 体 的 に  
は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ の そ れ ぞ れ は 、 Ｘ 軸 方 向 に 延 び る リ ブ 形 状 を 有 し て い て も よ い 。 複  
数 の 突 起 １ ２ ７ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 、 第 １ 意 匠 １ １ １ の 形 状 の Ｘ 軸 方 向 に お け る 幅 以 上
の 長 さ を 有 し て い て も よ い 。 こ の た め 、 導 光 体 １ ２ ０ へ 照 射 さ れ た 光 を 、 リ ブ 形 状 の 長 さ  
を 有 す る 幅 で 効 率 よ く 導 光 体 １ ２ ０ に 入 射 さ せ る こ と が で き 、 第 １ 意 匠 １ １ １ の 形 状 の 開  
口 へ 効 率 よ く 光 を 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ［ ２ ． 効 果 な ど ］
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 導 光 体 １ ２ ０ の 後 面 １ ０ １ ｂ に 、 突 起 １  
２ ７ が 形 成 さ れ て い る た め 、 後 面 １ ０ １ ｂ に 光 が 入 射 す る 場 合 よ り も 導 光 体 １ ２ ０ へ の 入  
射 角 θ ｉ １ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 導 光 体 １ ２ ０ へ の 入 射 光 が 反 射 さ れ る  
こ と を 低 減 す る こ と が で き 、 導 光 体 １ ２ ０ へ の 入 射 す る 光 の 割 合 を 光 源 １ ３ １ か ら の 距 離  
に か か わ ら ず 均 一 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 導 光 体 １ ２ ０ へ の 入 射 光 が 屈 折 し て も 、 導  
光 体 １ ２ ０ の 前 面 に 対 し て 小 さ い 角 度 で 屈 折 す る た め 、 導 光 体 １ ２ ０ に 入 射 し た 光 は 、 導  
光 体 １ ２ ０ 内 で よ り 拡 散 さ れ 易 く な る 。 こ れ ら の こ と に よ り 、 光 源 １ ３ １ か ら 近 い 位 置 で  
導 光 体 １ ２ ０ か ら 前 面 部 １ １ ０ へ 出 射 さ れ る 光 が よ り 強 調 さ れ る こ と を 低 減 す る こ と が で  
き る 。 よ っ て 、 意 匠 に 輝 度 ム ラ が 生 じ る こ と を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 所 定 の 角 度 は 、 導 光 体 １ ２ ０ の 屈  
折 率 と 導 光 体 １ ２ ０ の 周 囲 の 媒 質 の 屈 折 率 と で 規 定 さ れ る ブ リ ュ ー ス タ ー 角 の ２ 分 の １ 以  
下 で あ る 。 こ の た め 、 導 光 体 １ ２ ０ へ 照 射 さ れ た 光 を 、 効 率 よ く 導 光 体 １ ２ ０ に 入 射 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 、 図 ９ は 、 屈 折 率 が １ ． ５ で あ る 導 光 体 に お け る 光 の 透 過 率 及 び 入 射 角 の 関 係 を  
示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ９ で は 、 実 線 が ｐ 偏 光 を 示 し 、 破 線 が ｓ 偏 光 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 ブ リ ュ ー ス タ ー 角 は 、 ｐ 偏 光 の 透 過 率 が １ ． ０ 、 言 い 換 え る と  
ｐ 偏 光 の 反 射 率 が ０ と な る と き の 光 の 入 射 角 で あ る 。 例 え ば 、 屈 折 率 が １ ． ５ で あ る 材 料  
の 場 合 に は 、 ブ リ ュ ー ス タ ー 角 は 、 約 ６ １ ° と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 屈 折 率 が １ ． ５ で あ る 導 光 体 に お け る 入 射 面 に 対 す る 光 の 入 射 角 と 透 過 率 と  
の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 入 射 角 が 約 － ３ ０ ° か ら 約 ３ ０ ° の 範 囲 の 場 合 に 、 透 過 率 が  
０ ． ９ ５ を 超 え て い る こ と が 分 か る 。 つ ま り 、 ブ リ ュ ー ス タ ー 角 の １ ／ ２ 以 下 の 角 度 範 囲  
と な る よ う に 入 射 角 を 設 定 す る こ と で 、 良 好 な 透 過 率 と な る こ と が 分 か る 。 な お 、 透 過 率  
が ０ ． ９ ５ を 超 え て い る こ と は 、 入 射 面 で 反 射 す る 光 の 量 を ０ ． ０ ５ 未 満 に 低 減 す る こ と  
が で き て い る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 導 光 体 １ ２ ０ の 後 面 １ ０ １ ｂ に は  
、 光 源 １ ３ １ か ら の 距 離 が 互 い に 異 な る 位 置 に 複 数 の 突 起 １ ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の  
た め 、 突 起 １ ２ ７ の サ イ ズ を 小 さ く し て も 、 後 面 １ ０ １ ｂ の 広 い 範 囲 に 光 の 入 射 角 が 所 定  
の 角 度 に な る よ う に 形 成 さ れ た 入 射 面 １ ２ ７ ａ を 設 け る こ と が で き る 。 よ っ て 、 照 明 装 置  
１ ０ ０ の サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 前 面 部 １ １ ０ は 、 さ ら に 、 第 ２ 意  
匠 １ １ ３ の 形 状 で 光 を 透 過 す る 第 ２ 部 分 Ｐ ３ を 有 す る 。 光 源 １ ３ １ は 、 前 面 １ ０ １ ａ を 平  
面 視 し た 場 合 に お い て 、 前 面 部 １ １ ０ の 第 ２ 部 分 Ｐ ３ と 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 複 数 の 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ 、 １ １ ３ を 一 つ の 光 源 １ ３ １ で 表 示 さ せ る 場  
合 に 、 第 ２ 意 匠 １ １ ３ が 光 源 １ ３ １ と Ｚ 軸 方 向 に お い て 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 場 合 、  
第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ は 、 光 源 １ ３ １ か ら 斜 め 方 向 の 光 の 照 射 を 受 け る こ と に な る 。 こ  
の よ う に 、 一 つ の 光 源 １ ３ １ で 複 数 の 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ 、 １ １ ３ を 表 示 さ せ る 場 合 で あ
っ て も 、 第 １ 意 匠 １ １ １ 、 １ １ ２ の 輝 度 ム ラ を 低 減 す る こ と が で き る た め 、 光 源 １ ３ １ の  
数 を 低 減 さ せ る こ と と 、 輝 度 ム ラ の 低 減 と を 両 立 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ １ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 光 源 か ら の 距  
離 と そ の 導 光 体 の 位 置 に お け る 導 光 体 の 透 過 率 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 図 １ ２ は  
、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 光 源 か ら の 距 離 と 、 そ の  
導 光 体 の 位 置 に お け る 拡 散 距 離 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 な お 、 拡 散 距 離 と は 、 光  
が 導 光 体 １ ２ ０ に 入 射 し て か ら 出 射 す る ま で の 距 離 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 従 来 の 構 成 で は 、 光 源 か ら の 距 離 に 関 わ ら ず 全 て の 位 置 に お い て  
、 導 光 体 の 透 過 率 は ０ ． ７ 未 満 で あ り 、 近 い 位 置 と 遠 い 位 置 と で は 、 透 過 率 に 約 ０ ． ４ の  
差 が 生 じ て い る こ と が 分 か る 。 一 方 で 、 本 願 の 構 成 で は 、 光 源 か ら の 距 離 に 関 わ ら ず 全 て  
の 位 置 に お い て 、 導 光 体 の 透 過 率 は ０ ． ９ ５ を 超 え て い る こ と が 分 か る 。 こ の こ と か ら 、  
導 光 体 に 効 率 よ く 光 を 入 射 で き て い る こ と が 分 か り 、 反 射 に よ る 課 題 が 改 善 さ れ て い る こ  
と が 分 か る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 従 来 の 構 成 よ り も 本 願 の 構 成 の 方 が 、 光 源 か ら の 距 離 に 関  
わ ら ず 全 て の 位 置 に お い て 、 拡 散 距 離 が 増 加 し て い る こ と が 分 か る 。 拡 散 距 離 は 、 導 光 体  
に 入 射 し た 光 が 導 光 体 の 前 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 透 過 す る と 最 短 と な り 、 導 光 体 に 入  
射 し た 光 が 進 む 方 向 が こ の 直 交 す る 方 向 に 対 す る 角 度 が 大 き く な る ほ ど 長 く な る 。 よ っ て  
、 導 光 体 に 入 射 し た 光 を 効 果 的 に 拡 散 で き て い る こ と が 分 か り 、 屈 折 に よ る 課 題 が 改 善 さ  
れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ３ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願 の 構 成 と に お け る 、 導 光 体 の 前 面  
に お け る 輝 度 分 布 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 突 起 が な い 従 来 の 構 成 と 、 突 起 付 き の 本 願  
の 構 成 と に お け る 、 光 源 か ら の 距 離 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 な お 、 図 １ ３ 及  
び 図 １ ４ の グ ラ フ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 得 ら れ た 結 果 で あ り 、 突 出 部 １ ２ １ の 光 源  
１ ３ １ に 近 い 側 の 側 面 が 黒 体 （ 光 を 完 全 に 吸 収 す る 理 想 的 な 物 体 ） に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 従 来 の 構 成 よ り も 本 願 の 突 起 付 き の 構 成 の 方 が 輝 度 分  
布 の 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 が 小 さ く な っ て い る こ と が 分 か る 。 よ っ て 、 輝 度 ム ラ が 改 善 さ  
れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ［ ３ ． 変 形 例 ］
　 （ １ ）
　 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ の 表 示 部 材 １ ０ １ の 導 光 体 １ ２ ０ に 形 成 さ れ て い  
る 複 数 の 突 起 １ ２ ７ の 形 状 は 、 互 い に 同 じ で あ る と し た が 、 こ れ に 限 ら ず に 、 互 い に 異 な  
っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ５ は 、 変 形 例 に 係 る 照 明 装 置 の 表 示 部 材 １ ０ １ Ａ の 、 図 ４ に お け る 突 出 部 １ ２ １ に  
対 応 す る 部 分 を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 表 示 部 材 １ ０ １ Ａ の 導 光 体 １ ２ ０ Ａ の 後 面 １ ０ １ ｂ に 形 成 さ れ る  
複 数 の 突 起 １ ２ ７ 、 ２ ２ ７ は 、 互 い に 異 な る 形 状 を 有 す る 。 な お 、 実 施 の 形 態 で は 、 光 源  
１ ３ １ か ら 各 突 起 １ ２ ７ へ の 光 Ｌ １ は 互 い に 平 行 な 方 向 で 各 突 起 １ ２ ７ へ 入 射 す る と み な  
し た が 、 変 形 例 で は 、 突 起 部 の 位 置 が 光 源 １ ３ １ か ら 遠 く な る ほ ど 、 光 源 １ ３ １ か ら の 光  
の 入 射 角 度 が 図 １ ５ に お け る 水 平 方 向 （ つ ま り 、 Ｙ 軸 方 向 ） に 近 い 角 度 に な る こ と を 考 慮  
す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 、 ２ ２ ７ は 、 第 １ 突 起 １ ２ ７ と 、 第 １ 突 起 １ ２ ７ よ り も 光 源 １ ３ １ か
ら の 距 離 が 遠 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 突 起 ２ ２ ７ と を 含 む 。 第 １ 突 起 １ ２ ７ は 、 光 源  
１ ３ １ に 近 い 側 の 入 射 面 １ ２ ７ ａ と 、 光 源 １ ３ １ か ら 遠 い 側 の 傾 斜 面 １ ２ ７ ｂ と を 有 す る  
。 第 ２ 突 起 ２ ２ ７ は 、 光 源 １ ３ １ に 近 い 側 の 入 射 面 ２ ２ ７ ａ と 、 光 源 １ ３ １ か ら 遠 い 側 の  
傾 斜 面 ２ ２ ７ ｂ と を 有 す る 。 入 射 面 １ ２ ７ ａ は 、 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 当 該 入 射 面 １ ２ ７  
ａ の 法 線 方 向 Ｄ １ １ と 光 Ｌ １ の 入 射 方 向 と が な す 入 射 角 θ ｉ １ が 所 定 の 角 度 と な る よ う に  
形 成 さ れ て い る 。 入 射 面 １ ２ ７ ａ は 、 例 え ば 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ と 前 面 １ ０ １ ａ と が 、 第 １  
角 度 φ １ で 交 差 す る よ う に 、 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 光 Ｌ １ は 、 入 射 面 １ ２ ７ ａ に 入 射 し  
て 、 屈 折 角 θ ｒ １ で 屈 折 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 入 射 面 ２ ２ ７ ａ は 、 当 該 入 射 面 ２ ２ ７ ａ の 法 線 方 向 Ｄ １ ２ と 光 Ｌ １ １ の 入 射 方 向  
と が な す 入 射 角 θ ｉ ２ が 所 定 の 角 度 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 入 射 面 ２ ２ ７ ａ は 、 例  
え ば 、 入 射 面 ２ ２ ７ ａ と 前 面 １ ０ １ ａ と が 、 第 ２ 角 度 φ ２ で 交 差 す る よ う に 、 形 成 さ れ て  
い る 。 光 Ｌ １ １ は 、 入 射 面 ２ ２ ７ ａ に 入 射 し て 、 屈 折 角 θ ｒ ２ で 屈 折 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ こ で 、 突 起 部 の 位 置 が 光 源 １ ３ １ か ら 遠 く な る ほ ど 、 光 源 １ ３ １ か ら の 光 の 入 射 角 度  
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が 図 １ ５ に お け る 水 平 方 向 （ つ ま り 、 Ｙ 軸 方 向 ） に 近 い 角 度 に な る こ と を 考 慮 す る と 、 第  
１ 角 度 φ １ は 、 第 ２ 角 度 φ ２ よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 つ ま り 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 、  
２ ２ ７ の 入 射 面 １ ２ ７ ａ 、 ２ ２ ７ ａ の 前 面 １ ０ １ ａ に 対 す る 角 度 を 突 起 の 位 置 に 応 じ て 変  
更 す る こ と で 、 光 源 １ ３ １ に よ り 照 射 さ れ た 光 を よ り 効 率 よ く 導 光 体 １ ２ ０ Ａ に 入 射 さ せ  
る こ と が で き る 。 ま た 、 傾 斜 面 １ ２ ７ ｂ 及 び 傾 斜 面 ２ ２ ７ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 光 Ｌ １ の 進 行  
方 向 及 び 光 Ｌ １ １ の 進 行 方 向 に 略 平 行 に 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 傾 斜 面  
１ ２ ７ ｂ に お い て 光 Ｌ １ が 反 射 さ れ る こ と 、 及 び 、 傾 斜 面 ２ ２ ７ ｂ に お い て 、 光 Ｌ １ １ が  
反 射 さ れ る こ と を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 変 形 例 に お い て も 、 所 定 の 角 度 は 、 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 例 え ば 、 導 光 体 １ ２ ０  
Ａ の 屈 折 率 （ 絶 対 屈 折 率 ） と 、 導 光 体 １ ２ ０ Ａ の 周 囲 の 媒 質 （ 例 え ば 、 空 気 ） の 屈 折 率 （  
絶 対 屈 折 率 ） と で 規 定 さ れ る ブ リ ュ ー ス タ ー 角 の ２ 分 の １ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ ２ ）
　 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 照 明 装 置 １ ０ ０ の 導 光 体 １ ２ ０ 、 及 び 、 変 形 例 の （ １ ） に 係 る 導  
光 体 １ ２ ０ Ａ は 、 複 数 の 突 起 １ ２ ７ 、 ２ ２ ７ を 有 す る と し た が 、 こ れ に 限 ら ず に 、 意 匠 の  
幅 を ま か な う ほ ど の サ イ ズ の 一 つ の 突 起 を 有 し て い て も よ い 。 導 光 体 １ ２ ０ 、 １ ２ ０ Ａ よ  
り も サ イ ズ は 大 き く な る が 、 一 つ の 突 起 を 形 成 し て も 、 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 、 本 開 示 の 一 つ ま た は 複 数 の 態 様 に 係 る 照 明 装 置 に つ い て 、 実 施 の 形 態 に 基 づ い て  
説 明 し た が 、 本 開 示 は 、 こ の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 開 示 の 趣 旨 を 逸 脱  
し な い 限 り 、 当 業 者 が 思 い つ く 各 種 変 形 を 本 実 施 の 形 態 に 施 し た も の や 、 異 な る 実 施 の 形  
態 に お け る 構 成 要 素 を 組 み 合 わ せ て 構 築 さ れ る 形 態 も 、 本 開 示 の 一 つ ま た は 複 数 の 態 様 の  
範 囲 内 に 含 ま れ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 開 示 は 、 意 匠 の 輝 度 ム ラ を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で き る 照 明 装 置 な ど と し て 有 用 で  
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 　 ２     ス テ ア リ ン グ 入 力 装 置
　 　 ４     自 動 車
　 　 ６     車 載 機 器
　 　 ８     ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル
　 １ ２     リ ム
　 １ ４     ス ポ ー ク
　 １ ６     ホ ー ン ス イ ッ チ カ バ ー
　 １ ８     指
　 ２ ０     ダ ッ シ ュ ボ ー ド
１ ０ ０     照 明 装 置
１ ０ １ 、 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ３     表 示 部 材
１ ０ １ ａ     前 面
１ ０ １ ｂ     後 面
１ １ ０     前 面 部
１ １ １ 、 １ １ ２     第 １ 意 匠
１ １ ３     第 ２ 意 匠
１ ２ ０     導 光 体
１ ２ １ 、 １ ２ ２ 、 １ ２ ３     突 出 部
１ ２ ４     支 持 部
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１ ２ ４ ａ     貫 通 孔
１ ２ ５ 、 １ ２ ６     押 圧 部
１ ２ ７ 、 ２ ２ ７     突 起
１ ２ ７ ａ 、 ２ ２ ７ ａ     入 射 面
１ ２ ７ ｂ 、 ２ ２ ７ ｂ     傾 斜 面
１ ３ ０     基 板
１ ３ １ ～ １ ３ ３     光 源
１ ３ ４ 、 １ ３ ５     ス イ ッ チ
１ ４ ０     筐 体
１ ４ １     軸 部
１ ５ ０     外 枠
　 Ｐ １ 、 Ｐ ２     第 １ 部 分
　 Ｐ ３     第 ２ 部 分
　 Ｌ １ 、 Ｌ ２     光
　 θ ｉ １ 、 θ ｉ ２     入 射 角
　 θ ｒ １ 、 θ ｒ ２     屈 折 角
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】



10

JP 2022-137900 A 2022.9.22(18)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｂ６０Ｒ 13/00 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｋ 35/00 (2006.01)
　   Ｆ２１Ｙ 115/10 (2016.01)

ＦＩ
　Ｆ２１Ｖ 5/00 ５１０ 　　　
　Ｆ２１Ｖ 5/04 ６５０ 　　　
　Ｂ６０Ｒ 13/00 　　　　 　　　
　Ｂ６０Ｋ 35/00 　　　Ｚ 　　　
　Ｆ２１Ｙ 115:10 　　　　 　　　

テーマコード（参考）

Ｆターム（参考）　 3K040 AA02 CA05 GB00 GC04
3K244 AA09 BA08 BA48 CA02 DA01 EA16 EB02 ED03 GA06
5C096 AA05 BA01 BB18 CA02 CA13 CA22 CA32 CB01 CC06 CD05

CD43 FA11 FA17 FA18


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

